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概 要 

家庭用の合成繊維くずが海洋に流れてマイクロプラスチックによる海洋汚染の原因になっている。合成繊

維くずのマイクロプラスチックは海水中でも分解されにくく、魚がプランクトンと間違えて食べることで

魚の生育が遅れ、海洋資源の減少につながるといわれている。繊維産業が盛んな福井県からマイクロプラ

スチック問題への意識を向上させていくことが重要である。ドラム型洗濯機の排水口のフィルターに水切

りネットを取り付けることでおおよそ 1 回１０㎏の洗濯で１～２ｇのマイクロプラスチックを捕集するこ

とが可能である。縦型の洗濯機には排水口にはフィルターがないため、今後は洗濯機の構造を見直す必要

もある。フランスでは新型洗濯機にはマイクロプラスチック回収のためのフィルターの設置が２０２４年

から義務づけられる。家庭用洗濯機からマイクロプラスチックが海洋に流れ出ていることはほとんどの福

井県民も知らないのでこれからもマイクロプラスチック問題の啓もう活動を続けていく必要がある。

関連キーワード SDGs、海洋汚染、繊維くず、洗濯機、糸くず 

SDGs への取り組みが日本においても進められる中で、CO2 削減と同様にマイクロプラスチックによる海洋

汚染が大きな話題となり、レジ袋が令和２年７月１日から有料化され、ほとんどの消費者がマイバック持参で

買い物をするようになった。その一方で海洋プラスチック問題については紙ストローへの切り替えが進んでい

る。しかし、海洋プラスチック問題の隠れた課題は家庭用洗濯排水に含まれている合成繊維の糸くずである。

これは下水処理場でも処理されずに海洋にそのまま流れて行く。浜辺に打ち上げられた大きなプラスチックは

回収してゴミとして処分したり、新たな製品を作る試みがなされているが、海洋に漂う繊維くずは、魚がプラ

ンクトンと間違えて食べることで魚の成長の妨げとなり、海の生態系を破壊する可能性が指摘されている。こ

れまでプラスチックは軽くて強い夢の材料と呼ばれ、私たちはどれほど恩恵を受けてきたかよく知っているが、

マイクロプラスチック問題が無視できるレベルを超えてしまった。本事業では繊維産業が盛んでそれに携わる

人口が多い福井からこの問題を発信するとともに、洗濯排水の中のマイクロプラスチックをどうしたら簡単に

回収できるのかに取り組んだ。

１．洗濯機の現状と対応

一般社団法人 日本電機工業会は家庭用洗濯機の業界団体であり、洗濯機からのマイクロプラスチックに対

する取り組みについて意見交換を行った。パナソニック、東芝、シャープ、日立、アイリスオーヤマである。

現在日本ではドラム型と縦型があり、ドラム型については排水の手前に

フィルターがついている。一方、縦型にはフィルターはないことが分か

った。またドラム型についてもフィルターは大きな糸くずをとることが

目的で繊維くずのようなマイクロプラスチックは捕集できないことが

分かった。さらにフランスでは、令和６年までに新規洗濯機に捕捉フィ

ルターを取り付けることが義務付けられ、 国際的には IECSC59D(洗濯

機)の中で今後検討が予定されていることも分かった。

２．ドラム型洗濯機でのマイクロプラスチックの回収方法の検討

ドラム型洗濯機のフィルターにどのようにすればマイクロプラスチ

ックが回収可能かどうかを検討した。その結果、台所排水口の水切りネ

ットが一番安価で有用であることが分かった。またどの程度繊維くずが

回収できるか調査したところ、７日間、毎日４kg ずつアウターと肌着を

洗濯した結果、平均して４g（３～６ｇ）となる。これがすべて直径 15
μｍのポリエステル繊維くずと仮定すると全長は 188m になる。 

３．マイクロプラスチック問題の啓もう活動

家庭からの排水に含まれるマイクロプラスチックを回収する啓もう

活動のためにパンフレットと水切りネットを繊維に携わる企業や福井

の経済に携わる方に配布する取り組みを続けている。 フィルターに水切りネットを取り付け

今、世界で起きている「海洋プラスチック」の問題 https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/3776.html
宇山浩 エコプラスチック研究会、https://www.facebook.com/groups/696321411226111 
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洗濯1回で最大約70万個のマイクロプラスチックファイバーが環境に放出されるが、
微小であるため排水処理施設で捕捉できず、水域へと流出している。
【University of Plymouth イギリス】
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